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ANA HOLDINGS NEWS 
     ２０１４年１月３１日      ２０１４年１月３１日 

 平成２６年３月期 第３四半期決算について  平成２６年３月期 第３四半期決算について 

ＡＮＡホールディングスは、本日１月３１日（金）、平成２６年３月期 第３四半期決算を取りまとめ

ました。詳細は「平成２６年３月期 第３四半期決算短信」をご参照ください。 
ＡＮＡホールディングスは、本日１月３１日（金）、平成２６年３月期 第３四半期決算を取りまとめ

ました。詳細は「平成２６年３月期 第３四半期決算短信」をご参照ください。 

  
１．平成２６年３月期 第３四半期の連結経営成績・連結財政状態 １．平成２６年３月期 第３四半期の連結経営成績・連結財政状態 

（１）概況 （１）概況 
・当第３四半期のわが国経済は、個人消費の増加、企業収益の改善、設備投資の持ち直しがあ

る中で、景気は緩やかに回復しています。また、先行きについては、海外景気の下振れ懸念や

為替レートの変動リスクがある一方で、輸出が持ち直しに向かい、各種政策の効果が発現する

中で、景気の回復基調が続くことが期待されています。 

・当第３四半期のわが国経済は、個人消費の増加、企業収益の改善、設備投資の持ち直しがあ

る中で、景気は緩やかに回復しています。また、先行きについては、海外景気の下振れ懸念や

為替レートの変動リスクがある一方で、輸出が持ち直しに向かい、各種政策の効果が発現する

中で、景気の回復基調が続くことが期待されています。 
・このような経済情勢の下、各セグメントで増収となり売上高は前年同期を上回りましたが、航空

事業を中心に燃油費等の費用が増加したことから、営業利益、経常利益、四半期純利益は前

年同期を下回りました。 

・このような経済情勢の下、各セグメントで増収となり売上高は前年同期を上回りましたが、航空

事業を中心に燃油費等の費用が増加したことから、営業利益、経常利益、四半期純利益は前

年同期を下回りました。 
・航空事業においては、事業規模拡大に伴う費用増に加え、費用の約４分の１を占める燃油費

が円安等の影響により前年同期比で約２５％増加しました。 
・航空事業においては、事業規模拡大に伴う費用増に加え、費用の約４分の１を占める燃油費

が円安等の影響により前年同期比で約２５％増加しました。 
・グループ経営ビジョンとして掲げる「世界のリーディングエアライングループ」の実現を目指し、

コスト構造改革を継続し、収益性の向上に努めます。また、新たな成長領域の拡大に向けたマ

ルチブランド戦略の推進と、アジアを中心とした戦略的投資による航空関連ビジネス等の多角

化戦略を、着実に遂行していきます。 

・グループ経営ビジョンとして掲げる「世界のリーディングエアライングループ」の実現を目指し、

コスト構造改革を継続し、収益性の向上に努めます。また、新たな成長領域の拡大に向けたマ

ルチブランド戦略の推進と、アジアを中心とした戦略的投資による航空関連ビジネス等の多角

化戦略を、着実に遂行していきます。 
  

これらの結果、第３四半期の連結経営成績は売上高が１２，１２０億円となりましたが、営業利

益は６９０億円、経常利益は５３６億円、四半期純利益は３３３億円となりました。 
これらの結果、第３四半期の連結経営成績は売上高が１２，１２０億円となりましたが、営業利

益は６９０億円、経常利益は５３６億円、四半期純利益は３３３億円となりました。 
単位：億円（増減率を除き、単位未満は切り捨て） 単位：億円（増減率を除き、単位未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 【連結経営成績】 
平成２６年３月期 平成２６年３月期 

第３四半期 第３四半期 
平成２５年３月期 平成２５年３月期 

第３四半期 第３四半期 増減 増減 増減率(%) 増減率(%) 

売 上 高 １２，１２０ １１，３２１  ７９８     ７．１ 

営 業 費 用 １１，４２９ １０，２４６  １，１８３    １１．５ 

営 業 利 益 ６９０ １，０７５  ▲３８４ ▲３５．８ 

営 業 外 損 益 ▲１５３ ▲１８４  ３０ ―― 

経 常 利 益 ５３６ ８９１  ▲３５４ ▲３９．８ 

特 別 損 益 ２２ ▲７  ３０ ―― 

四 半 期 純 利 益 ３３３ ５２２  ▲１８９ ▲３６．２ 

   単位：億円（単位未満は切り捨て） 
平成２６年３月期 

第３四半期 
平成２５年３月期 

第３四半期 増減 
【セグメント情報】※１ 

売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益 

航 空 事 業 １０，５６５ ６２６ ９，８７６ ９４２ ６８９ ▲３１６ 

航空関連事業 １，４２２ ６２ １，３１６ ５７ １０６ ５ 

旅 行 事 業 １，３３５ ４２ １，２３６ ４３ ９８ ▲１ 

商 社 事 業 ８２６ ２９ ７５６ ２６ ７０ ２ 

そ の 他 ２１７ ９ ２１２ ７ ５   １ 
※１ 当第１四半期より報告セグメント区分を「航空事業」、「航空関連事業」、「旅行事業」、「商社事業」としております。  

前第３四半期の売上高、営業利益及び増減率については、変更後のセグメント区分により作成しています。 
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ＡＮＡホールディングス グループ広報部 ０３-６７３５-１１１１  



（２）航空事業 

①国内線旅客 

・ビジネス需要が堅調に推移したことに加え、プレジャー需要を着実に取り込んだ結果、旅客数、

収入ともに前年同期を上回りました。 

・１０月以降、羽田＝広島・徳島線、伊丹＝福岡・秋田線、札幌＝仙台線を増便する等、ネット

ワークの充実によるお客様の利便性向上に努めました。 

・新運賃「旅割６０」「旅割２１」の発売や、「特割」「旅割」各種運賃の予約・購入期間を最大６ヶ

月先の便まで拡大した他、年末年始に「旅割４５」「旅割６０」の設定期間を拡大する等、需要

喚起をはかりました。 

・サービス面では、１２月より、羽田空港第２ターミナルで搭乗エリアを４色に色分けし案内表示

の視認性を高めた他、手荷物返却エリアで返却時間の表示を開始する等、利便性の向上を

はかりました。また、ＡＮＡラウンジでは、福岡空港でのリニューアル、新千歳空港での混雑緩

和のための増席等を行い、お客様の快適性を向上いたしました。 

結果として、国内線旅客収入は２１億円の増収（前年同期比０．４％増）となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国内線旅客】 
平成２６年３月期 

第３四半期 
平成２５年３月期 

第３四半期 
増減 増減率(%) 

旅客収入（億円） ５，１８２ ５，１６０   ２１  ０．４ 

旅客数（千人） ３２，５６６ ３１，５６８ ９９７ ３．２ 

座席キロ（百万座席キロ） ４６，４２３ ４４，５６１ １，８６１ ４．２ 

旅客キロ（百万人キロ） ２８，８０９ ２７，８４５ ９６３ ３．５ 

利用率（％） ６２．１ ６２．５   ▲０．４ ――― 

 

 ②国際線旅客 
・ビジネス需要は堅調に推移しましたが、中国線のプレジャー需要が減退していた影響等によ

り、旅客数は前年同期を下回りました。一方、収入については、単価の上昇等により前年同

期を上回りました。 

・９月末より成田＝ヤンゴン線の機材大型化及びデイリー運航化、１０月末より成田＝バンコク

線で機材大型化を行う等、需要が旺盛なアジア方面でネットワークの充実をはかりました。 

・年末年始に「ビジ割・エコ割年末年始スペシャル」運賃を設定する等、日本発プレジャー需要

を積極的に取り込みました。また、海外のお客様にＡＮＡブランドを訴求するための活動を強

化し、訪日旅客や北米＝アジア間の接続旅客の取り込みを強化しました。 

・サービス面では、Ｆａｃｅｂｏｏｋで投票を実施した「ＡＮＡ機内食総選挙」にて選ばれたメニューを

１２月より日本発エコノミークラスで提供する等、競争力強化をはかりました。 

結果として、国際線旅客収入は３２４億円の増収（前年同期比１２．２％増）となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国際線旅客】 
平成２６年３月期 

第３四半期 
平成２５年３月期 

第３四半期 
増減 増減率(%) 

旅客収入（億円） ２，９７４ ２，６４９  ３２４ １２．２ 

旅客数（千人） ４，７５７ ４，７６９  ▲１２ ▲０．３ 

座席キロ（百万座席キロ） ３０，９０８ ２８，２１８  ２，６９０ ９．５ 

旅客キロ（百万人キロ） ２２，８６７ ２１，３９５  １，４７２ ６．９ 

利用率（％） ７４．０ ７５．８  ▲１．８ ――― 
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③貨物 

・国内線貨物は、東京・九州発の宅配貨物が回復したこと等により輸送重量は前年同期を上回

りましたが、競争激化による単価下落の影響等により、収入は前年同期を下回りました。 

・国際線貨物は、日本発北米向けの自動車関連部品が回復したことや、アジア・中国発欧米向

けのゲーム機器類等の電子製品の出荷が好調に推移したことに加え、アジア域内貨物の三

国間輸送を積極的に取り込んだ結果、輸送重量、収入ともに前年同期を上回りました。 

・１０月以降、旺盛な貨物需要を取り込むべく、成田＝台北・香港・ソウル（仁川）線を中心とした

臨時便を設定し、ネットワークの充実をはかりました。 

結果として、国内線貨物収入は５億円の減収（前年同期比２．４％減）、国際線貨物収入は  

１３５億円の増収（前年同期比２１．２％増）となりました。 
   （増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【貨物】 
平成２６年３月期 

第３四半期 
平成２５年３月期 

第３四半期 
増減 増減率(%) 

貨物収入（億円）     ２４３     ２４９ ▲５ ▲２．４ 

輸送重量（千トン）     ３６１     ３５９ ２  ０．６ 
国

内

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ）     ３５７     ３５６ ０  ０．３ 

貨物収入（億円）     ７７６     ６４０ １３５ ２１．２ 

輸送重量（千トン）     ５２８     ４６３ ６４ １４．０ 
国

際

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） ２，１６５ １，８３０ ３３５ １８．３ 

 

④その他 
･整備受託収入、バニラ・エア㈱等の収入を含んだ航空事業におけるその他の収入は、１，３２３

億円（前年同期比１８．２％増）となりました。 

･１０月２６日にエアアジアブランドでの運航を終了したエアアジア・ジャパン㈱については、１１月

１日に「バニラ・エア㈱」に商号変更し、１２月２０日より成田空港を拠点に運航を開始しました。 

・当第３四半期における輸送実績は、エアアジアブランドでの運航期間（４月１日から１０月２６日

まで）では、国内線で旅客数は３６４千人、利用率は６６．８％、国際線で旅客数は１６２千人、

利用率は６６．２％、バニラ・エア㈱の運航期間（１２月２０日から１２月３１日まで）では、国内線

で旅客数は６千人、利用率は８４．６％、国際線で旅客数は４千人、利用率は９４．１％となりま

した。 
 

（３）航空関連事業・旅行事業・商社事業・その他 

・航空関連事業においては、空港地上支援業務の受託増や㈱ＯＣＳの売上増、４月より営業を

開始したＡＮＡエアポートサービス㈱の収入の計上等により、当第３四半期の売上高は１，４２２

億円（前年同期比８．１％増）、営業利益は６２億円（前年同期比９．４％増）となりました。 

・旅行事業においては、国内旅行では東京ディズニーリゾート等を目的とした関東方面への旅行

者数の増加、海外旅行では中国・韓国方面への需要回復が遅れているものの「旅作」が好調

であったことや、訪日旅行の取扱高が過去最高となったこと等により、当第３四半期の売上高

は１，３３５億円（前年同期比７．９％増）となりました。一方、円安影響による海外ホテル等の仕

入れ価格上昇等により、営業利益は４２億円（前年同期比３．１％減）となりました。 

・商社事業においては、リテール部門における売上の堅調等により、当第３四半期の売上高は８

２６億円（前年同期比９．３％増）、営業利益は２９億円（前年同期比９．８％増）となりました。 

・その他については、ビルメンテナンス事業等が好調に推移し、当第３四半期の売上高は２１７

億円（前年同期比２．６％増）、営業利益は９億円（前年同期比１５．１％増）となりました。 
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（４）連結財政状態 
   （自己資本比率、Ｄ／Ｅレシオを除き単位未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 
平成２６年３月期 

第３四半期 
平成２５年３月期 増減 

総資産（億円） ２１，５４９   ２１，３７２     １７７ 

自己資本（億円）  （注１） ８，０４４    ７，６６７      ３７７ 

自己資本比率（％） ３７．３      ３５．９      １．５ 

有利子負債残高（億円） （注２） ８，２７２     ８，９７１    ▲６９９ 

Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３） １．０      １．２    ▲０．１ 
注１：自己資本は純資産合計から少数株主持分を控除しています。 
注２：有利子負債残高にはオフバランスリース負債は含みません。 
注３：D／E レシオ＝有利子負債残高÷自己資本 

 

（５）連結キャッシュ・フロー 
単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 
平成２６年３月期 

第３四半期 
平成２５年３月期 

第３四半期 

営業活動によるキャッシュ・フロー １，９０９ １，６６７ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲１，４５６ ▲４，７２５ 

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲９２０ １，１５２ 

現金および現金同等物期末残高  １，４４６ ７６５ 

減価償却費 １，０１２ ９１４ 

 

２．平成２６年３月期の見通し 
・今後のわが国の経済は、各種政策の効果が発現する中で、景気の回復基調が続くことが期待

されております。 

・一方で、当社グループを取り巻く環境は、海外景気の下振れ懸念や為替レートの変動リスク等、

不透明な状況にあります。 

・なお、円安、燃油高傾向が継続することが見込まれる中で中期的に目標とする利益水準を着

実に達成すべく、現在、２０１４年度を初年度とする次期中期経営戦略を策定中であり、早期の

成案化を目指します。 

 

以上により、平成２６年３月期の連結業績見通しは、昨年１０月３０日に発表いたしました業

績予想を据え置きます。 

 

単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【平成２６年３月期見通し（連結業績）】 予想 前期実績 
（平成２５年３月期） 

増減 

売 上 高 １５，８００  １４，８３５ ９６４ 

営 業 利 益  ６００ １，０３８ ▲４３８ 

経 常 利 益     ３００      ７６９ ▲４６９ 

当 期 純 利 益     １５０      ４３１ ▲２８１ 

以 上 


